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論 文 内 容 の 要 旨

バクテリオフヤージ ¢Ⅹ174DNA は不連続的に複製されている｡ この不連続複製の 開始にあたり

RNA合成がどのように影響をおよぼしているかを述べた論文である｡ その内容を要約すると,

(1)DNA依存 RNA合成酵素の特異的な阻害剤であるリファンピシン(200/唱/ml)を ¢Ⅹ174感染10

分前に培養液に加えるとファージ増殖は完全に阻害され,感染と同時,感染5分後,10分後,に加える

と,増殖はそれぞれ70%,60%,30%阻害され,感染20分以降に加えると増殖は殆ど阻害されなかったO ;

ウラシル要求株の培養液からウラシルを枯渇 してRNA合成を止め,これにファージを感染させてもフ

ァージの増殖は認められなかった｡

(2) リファンピシン存在下で ¢Ⅹ174を感染させ,DNA合成を 3H-チ ミンの取込みで調べた｡ファー

ジ感染10分前に薬剤を加えるとDNA合成は殆ど認められず,感染と同時,感染5分後,10分後に加え

るとDNA合成はそれぞれ90%,60%,30%の阻害が認められ,感染20分以降に加えると阻害は殆ど認

められなかった｡ウラシル要求株では,ウラシルを枯渇 して30分後にファージを感染させてもDNA合

成は正常に近い速度でしばらく続き,120分後に感染 した場合でも約40分間は若干の合成が続いた｡

(3) 親 ¢Ⅹ174複製型DNA(RF)の合成にリファンピシンがどのような影響をおよぼすかを,32Pで標識

したファージを感染させ,抽出した DNAについてショ糖濃度勾配遠心法で分析 した｡この時宿主菌と

して DNA合成開始温度感受性変異株を用いた｡27oC及び 43oCにおいてファージ感染10分前にリフ

ァンピシンを加えても親 RFの合成が認められた｡ウラシル枯渇下で同様に調べても,親 RF の合成

が認められた｡

(4) タンパク質合成阻害剤であるクロラムフェニコール(30pg/ml)存在下でのRF複製におよぼす リフ

ァンピシンの影響を 3H-チミンの取込みで調べた｡感染15分後,または70分後にリファンピシンを加え

てもRF複製は著しく阻害された｡またクロラムフェニコールで1本鎖 DNA合成を阻害 した条件下で

RFを蓄積させ,クロラムフェニコールを除き, 1本鎖 DNA合成を開始させる過程にリファンピシン
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を加えることにより,1本鎖 DNA合成に対す る RNA合成の影響を調べたOこの条件下では1本鎖

DNA合成は完全に阻害された.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文はバクテリオファージ¢Ⅹ174DNAの親複製型DNA(RF)合成,RFの複製及び1本鎖DNA

の合成におよぼす RNA合成の役割を明らかにしようとしたものである｡

著者はまず DNA依存 RNA合成酵素の特異的な阻害剤であるリファンピシン (200pg/ml)をファ

ージ感染前に培養液に加えてファージの増殖に対する影響を調べたところファージの増殖は完全に阻害

されることを認めた｡そこで DNA合成を調べてみると親 RFの合成は認められたが,RF複製は認

められなかった｡またウラシル要求宿主菌のウラシル枯渇後にファージを感染しても同様な結果を得て

いる｡ リファンピシンをファージ感染前期に加えるとファージ増殖は30%以上阻害されるが,この間RF

複製及び1本鎖DNA合成は著しく阻害されてはいるが継続 していることを認めている｡ リファンピシ

ンをファージ感染後期に加えても,ファージ増殖には影響を与えないが,タンパク質合成阻害剤である

クロラムフェニコール (30pg/ml)を加えるとファージ生成は阻害されるなどの事実から,著者は,¢Ⅹ

174の mRNA は1本鎖DNA合成が始まる以前に合成されて比較的安定であり,継続 して合成される

必要がないものと結論している｡

つぎにクロラムフェニコール存在下でRF合成 しか行なわれない条件下で リファンピシンを加えると

RF複製が阻害されることを明らかにしている｡ このことは,RF複製が継続するにはタンパク質合成

のため以外の RNA合成が必要であり,したがって,これが RF合成に必要なプライマーRNAであ

るとしている｡

さらに著者は,1本鎖 DNA合成の開始におよぼすRNA合成の影響を,RF複製から1本鎖DNA

合成に切換わる時期にリファンピシンを加えることにより調べている0 1本鎖DNA合成の開始は,リ

ファンピシン及びクロラムフェニコールによって阻害される｡ したがって1本鎖DNA合成の開始には

RNA合成及びタンパク質合成が必要である｡ しかし,mRNA合成はこの時期には不必要であること

から,1本鎖 DNA合成に必要とされる RNA合成もまたプライマーRNA合成とみなすことができ

ると結論している｡

以上のように, 本研究は ¢Ⅹ174DNA の複製過程における RNA 合成の影響について 明らかにし

たもので,核酸生化学,微生物生化学に貢献するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-946-


